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散逸と非平衡外場駆動の結合による量子制御の理論構築とその応用 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

 本研究課題は外場駆動および散逸を積極的に利用した量子状態制御の理論の確立とその応用

を目指している。2022年度はまずその準備として、外場駆動と散逸のもとでの非平衡ダイナミクス

について既に知られている結果をまとめ、レビュー論文を執筆した 1),2)。 さらに、開放量子系の緩

和時間の理解を深めるべく、マルコフ的な散逸のもとでの量子ダイナミクスを記述するリンドブラッド

方程式を理論的に調べ、定常状態における自己相関関数の減衰に関する厳密な結果を証明し

た。この成果は Physical Review Lettersに採択されている 3)。 

 このほかにも、速く振動する外場、着目系の持つ大きなエネルギースケール、および高温熱浴と

の相互作用による散逸という三つの要素が組み合わさることによって、着目系と熱浴の相互作用が

強い強結合領域においてリンドブラッド方程式が導かれる機構を明らかにし、現在論文を準備中

である。これは本研究課題で中心的な役割を果たす結果の一つであり、2023年度はこの理論を応

用し、強結合領域における散逸を用いた量子制御の可能性を探究していく予定である。 
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